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10 時 分から 18 時 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

法　人：こどもたちの輝く未来へ向け「あったらいいな」を実現し、かかわるすべての人を幸せにしていきます。
事業所：重心のお子様は24時間介護が必要な子が多いかと思います。そんな保護者様が少しでも休める時間と、なかなかご家庭では経験できない事を提供できればと思います。

事業所名 重症児デイサービス　あすなろくれよん 作成日支援プログラム（参考様式）

・物や空間、時間等の概念の形成を図るこ事で、認知や行動の手がかりとして活動できるよう支援します。
・感覚や認知の特性を考慮し、環境調整などの支援を行い、感覚の偏りに対応します。
・感覚に働きかける遊びを通して様々な経験を積み重ね、身体と心の成長、発達を促します。

・具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける等により、体系的な言語の習得を促します
・言葉や絵・記号等を用いて相手の意図を受容し、自分の考えを表出する支援を行います
・様々なコミュニケーション手段を活用し、環境の理解と意思の伝達が円滑にできるよう支援します

・人との関係を意識し、その信頼関係を基盤として、周囲の人と安定した関係を形成するための
　支援を行います
・職員とたくさんふれあい、信頼関係を築けるよう支援します。
　また集団の中に入り、お互いの存在を認識することで、そこから新たな世界が広がっていけるよう支援します。

支援方針

・視覚や触覚、聴覚といった感覚から、色んな刺激を与える事で成長を促していき、無理なくゆっくり進めていきます。
・看護師が居るので、医療度が高いお子様でも安心して過ごす事ができます。
・機能訓練士チームによる成長発達のサポートを受けながら、時には発達の相談のお伺い致します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

①保護者会　②季節（秋祭り・ハロウィン・クリスマスパーティー・バレンタイン・季節の壁面制作）③運動（POST・リレーマラソン・プール・雪遊び)
④その他（卒業式・各種お出かけ）

（別添資料１）

家族支援

・保護者や兄弟との関わり、家庭での困りごと、将来の心配事などの
　相談援助をします。
・保護者が想いを共有できる場、保護者同士の繋がりを支援します。

移行支援

・今後のライフステージにむけて、家族への情報共有や
　相談の調整をします。
・相談員や保健師、看護師等との連携を行います。

地域支援・地域連携

・医療機関、訪問看護等の専門機関や教育機関との連携を行います。
・地域との交流や関係機関と連携を図り、保護者の想いに寄り添いながら、
　地域で安心して生活が送れるようお手伝いします。 職員の質の向上

①虐待防止（身体拘束）に関する研修　②事故防止に関する研修
③感染症に関する研修　④防犯に関する研修　⑤災害に関する研修
⑥BCPマニュアルに関する研修
⑦その他、第1・第3福祉部と合同でZOOMを用いた社員研修（2回/月）

支　援　内　容

・健康状態の定期的なバイタルチェック等と必要な対応を行う際には、意思表示が難しい児童の障害の特性や発達の過程を考慮し、
　小さなサインから心身の異変に気づけるように、細やかな観察を行います。
　また、医療ケアが必要とする児童が安全に過ごせる様に、日々の確認を行いながら、ケアを実施していきます。
・児童の心と身体がリラックスできるよう、快適で心地よい環境設定を行います。

・姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の改善及び習得、関節の拘縮や変形の予防、
　筋力の維持・強化を図ります。
・感覚に働きかける遊びや運動を通して様々な経験を積み重ね、身体と心の成長、発達を促します。
・理学療法士による個別のリハビリテーションを行い、基本動作(寝返るり、立つ、座る、歩く)や手先の粗大運動・巧緻動作の訓練、関節可動域訓練、感覚入力、
　バランス訓練を行います。

本
人
支
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